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使用教科書 工業 755「生産技術」（実教出版） 
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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

生産技術について理解することが学習の主な内容となります。生産技術の進歩と社会の変化との

関連を知ることが生産技術では重要です。工業の生産技術に関わる電流や磁気、電子回路につい

ても学習します。 

 

２ 学習の到達目標 

生産技術について、自動化やネットワーク化を踏まえて学習活動を行うことなどを通して、生産

技術に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）生産技術に関する基礎的・基本的な知識と技術を身に付けるようにする。電気回路や自動

化に必要な基礎的な知識と技術を身に付ける。 

（２）生産技術に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対

応し解決する力を養う。 

（３）生産技術における適切な力の向上を目指して自ら学び、主体的かつ協働的に取り組む態度

を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

 

生産技術に関する基礎的な

知識と技術を身に付け、い

ろいろな場面で活用でき

る。 

 

生産技術に関するさまざま

な事象やそれにかかわる問

題点を把握して分析し、それ

に対処するために、これまで

に習得した知識や技術など

を活用するとともに、得た知

識や経験を発表することが

できる。 

 

生産技術に関する基礎的・基

本的な知識と技術に関心を

もち、その習得に向けて意欲

的に取り組むとともに、実際

に活用しようとする創造的・

実践的な態度を身に付けて

いる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前

期 

第 

1 

章 

 

直 

流 

回 

路 

1 電気回路 

 

2 オームの法則 

 

3 抵抗の性質 

 

4 電力と電流の熱作用 

 

5 電流の化学作用と電池 

a: 

電流・電圧・抵抗についての知識

を理解している。電流の向きや大

きさ、回路についての知識を理解

している。 

b: 

電流・電圧・抵抗や電気回路につ

いて適切に理解し、オームの法則

やキルヒホッフの法則などの関

連知識の習得に取り組んでいる。 

c: 

電流・電圧・抵抗について関心をも

ち、意欲的に取り組み、学習態度

は真剣である。 

演習課題 

 

定期考査 

演習課題 

 

定期考査 

観察 

 

振り返り 

シート 

第 

2 

章 

 

磁 

気 

と 

静 

電 

気 

1 電流と磁気 

 

2 磁気作用の応用 

 

3 静電気 

a: 

電流や磁気、静電気についての知

識を理解している。 

b: 

電流や磁気、静電気について適切

に理解し、クーロンの法則や右ね

じの法則などの関連知識の習得

に取り組んでいる。 

c: 

電流や磁気、静電気について関心

をもち、意欲的に取り組み、学習

態度は真剣である。 

演習課題 

 

定期考査 

演習課題 

 

定期考査 

観察 

 

振り返り 

シート 

第 

3 

章 

 

交

流

回

路 

1 交流の取り扱い 

 

2 交流回路 

 

3 交流電力 

 

4 三相交流 

 

5 回転磁界と 

三相誘導電動機 

 

6 電気設備 

a: 

交流や回路、電気設備についての

知識を理解している。 

b: 

交流や回路、電気設備について適

切に理解し、各種の交流回路や電

気を使用して設備についての関

連知識の習得に取り組んでいる。 

c: 

交流や回路、電気設備について関

心をもち、意欲的に取り組み、学

習態度は真剣である。 

演習課題 

 

定期考査 

演習課題 

 

定期考査 

観察 

 

振り返り 

シート 
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後

期 

第 

4 

章 

 

電

子

回

路 

1 半導体 

 

2 ダイオード 

 

3 トランジスタ 

 

4 電源回路 

 

5 集積回路 

a: 

ダイオードやトランジスタおよ

び集積回路などについて学習し、

半導体が広く利用されているこ

とについて理解している。 

b: 

分類や動作、特性について適切に

理解し、関連知識の習得に取り組

んでいる。 

c: 

半導体やダイオード、トランジス

タについて関心をもち、意欲的に

取り組み、学習態度は真剣であ

る。 

演習課題 

 

定期考査 

演習課題 

 

定期考査 

観察 

 

振り返り 

シート 

第 

5 

章 

 

生 

産 

に 

お 

け 

る 

制 

御 

技 

術 

1 制御の基礎 

 

2 コンピュータ制御 

 

3 ネットワーク技術 

a: 

制御に関する知識や制御に関す

る機器などについての知識を理

解している。 

b: 

基礎的な知識を適切に理解し、実

践的な設備の制御に関連づけな

がら、制御技術に関連する知識の

習得に取り組んでいる。 

c: 

制御や機器に関心をもち、意欲的

に取り組み、学習態度は真剣であ

る。 

演習課題 

 

定期考査 

演習課題 

 

定期考査 

観察 

 

振り返り 

シート 

第 

6 

章 

 

ロ

ボ

ッ 

ト

技

術 

1 ロボットの基礎 

 

2 ロボットの制御システム 

 

3 ロボットの操作と安全管理 

a: 

ロボットの基礎、ロボットの制御

システムについて理解している。 

b: 

ロボットの使用目的や分類、基本

機構など産業用ロボットの構成

や機能について関連する知識の

習得に取り組んでいる。 

c: 

ロボットの制御システムや構成

について関心をもち、意欲的に取

り組み、学習態度は真剣である。 

演習課題 

 

定期考査 

演習課題 

 

定期考査 

観察 

 

振り返り 

シート 
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後

期 

第 

7 

章 

 

生

産

の

自

動

化

技

術 

1 CAD/CAM 

 

2 NC工作機械 

 

3 生産の自動化システム 

構成 

a: 

工場における自動化がどのよう

に生かされているのかについて

理解している。 

b: 

設計工程や製造工程にコンピュ

ータを活用して設計・生産するシ

ステムにより、生産現場がどのよ

うに変化し生かされているのか

など、関連知識の習得に取り組ん

でいる。 

c: 

自動化について関心をもち、意欲

的に取り組み、学習態度は真剣で

ある。 

演習課題 

 

定期考査 

演習課題 

 

定期考査 

観察 

 

振り返り 

シート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


